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論文内容の要旨

本論文は，有機半導体を合成高分子化学という立場から眺め，ポリビ、ニノレピレンの合成と物性

lこ関する研究を行なったもので，序論，第 1 編 4 章，第 2 編 3 章，ならびに結論と総括よりなっ

ている。

序論では，研究の意義，目的を明らかにし本研究の特徴について述べている。

第 1 編は，今までに知られている芳香族ピニノレ化合物のうち最大の芳香環を持つ 3 ービ、ニノレピ

レンの合成と， その重合性の検討を目的としている。第 1 章では， ピレンー 3 ーアノレデヒドに

wittig 反応を適用して高純度，高収率で 3 ーピニノレピレンを合成する方法を確立したことを述べ

ている。

第 2 章では，新しいポリマーであるポリビニJレピレンをラジカノレ重合により合成することがで

き，それが 2 万程度の分子量をもつことを示すとともにそのポリマーから電荷移動錯体を合成し

うることを述べている。

第 3 章では，カチオン重合により，分子量数万のポリピニノレピレンを高収率で合成でき，さら

にまた， Ziegler タイプの触媒を用いれば分子量数十万のポリマーをも高収率で合成することが

できるということを見出している。

第 4 章では， 3 ーヒ、ニノレピレンはその大きな π 電子系側鎖の故にリビング末端が安定化し重

合性がとぼしいと考えられるにもかかわらず，モノマーを昇華精製することにより， 3 ーピニノレ

ピレンのリビングアニオン重合を行なうという興味ある結果を得ており， 将来，大きな π 電子

系を持った芳香族ピニノレ化合物のリビング重合への可能性を示し得たことを述べている。

第 2 編は， ポリピニノレピレンは非常に大きな π 電子系側鎖を持つが故に， そのことが物性に

どのような影響を与えるかを検討することを目的としている。第 1 章では，有機半導体としての
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可能性を検討し，ポリピニノレピレンフイノレムの電導性は空気従って酸素の影響を著しく受け，ま

た電荷移動錯体を合成すればその電導性が非常に向上することを見出し，これらの半導性は大き

な側鎖 π 電子系の重なりに帰国するものと結論している。

第 3 章では， ポリピニノレピレンはその大きな π 電子系側鎖の故に溶液の粘性に著しい影響を

与えることを述べ，その粘度式を決定したことを述べている。

結論と総括では，これらの内容の総括を行なうとともに，合成高分子化学の分野における「著

しく大きな π 電子系を側鎖にもつビ、ニJレポリマー」の意義について述べている。

論文の審査結果の要旨

本論文は，芳香環であるピレン環をもっポリビ、ニノレピレンが，ラジカ Jレ，カチオン，チーグラ

ー， リビングアニオンなどの各種重合法で可能なことを始めて発見すると共に，得られたポリマ

ーの電荷移動錯体の合成， 電導性の研究， 結晶性， 溶液物性などについて貴重な知見を得てい

る。

以上の研究により， r大きな π 電子系をもっビニノレポリマー」の合成の可能性を開拓した乙

と，ならびに，かかるポリマーが特殊な物性を示すことを明らかにしたことは，高分子化学なら

びに有機半導体分野の発展に寄与するところが大であり，またそれらの利用を通じて工学的寄与

も大きい。

よって本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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